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4　学期に３回以上取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（保護者・地域と一体となる）

3　学期に２回取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　学期に１回取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上
1　年に2回以下取り組んだ 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　学期に３回以上取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（地域人材の活用）

3　学期に２回取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　学期に１回取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上
1　年に2回以下取り組んだ 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　週４・５回取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（情報発信）

3　週２・３回取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　週１回取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　月３回未満 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　学期に３回以上取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（教育活動の公開）

3　学期に２回取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　学期に１回取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上
1　年に2回以下取り組んだ 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　マイ定時退勤日を設定した教員の割合が90％以上 ４　 　1人当たりの月平均時間外在校等時間を前年度比10％以上減らす

3　マイ定時退勤日を設定した教員の割合が80％以上 3　   1人当たりの月平均時間外在校等時間を前年度比7％以上減らす。

2　マイ定時退勤日を設定した教員の割合が70％以上 2　   1人当たりの月平均時間外在校等時間を前年度比4％以上減らす。

1　マイ定時退勤日を設定した教員の割合が70％未満 1　   1人当たりの月平均時間外在校等時間が前年度と同等または増加。

4　定時退勤日を月に3日以上設定（年36日以上設定） 4　   設定した定時退校日の達成割合が90％以上

3　定時退勤日を月に2日以上設定（年24日以上設定） 3　   設定した定時退校日の達成割合が80％以上

2　定時退勤日を月に1日以上設定（年12日以上設定） 2　   設定した定時退校日の達成割合が70％以上

1　定時退勤日を月に1日未満 1　   設定した定時退校日の達成割合が70％未満

4　年間40回以上実施 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（学校の勉強はよく分かる）

3　年間30回以上実施 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2　年間20回以上実施 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1　年間20回未満の実施 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4　概ね週3回以上実施 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（家庭学習への取組）

3　概ね週2回以上実施 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　概ね週1回以上実施 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　概ね週1回未満の実施 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　80％以上の授業で実施 4　　保護者アンケート肯定的評価90%以上（思考力・判断力・表現力の育成）

3　70％以上の授業で実施 3　　保護者アンケート肯定的評価80%以上

2　60％以上の授業で実施 2　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

1　60％未満の授業で実施 1　　保護者アンケート肯定的評価70%未満

4　１日に１時間以上実施 4　　児童アンケート肯定的評価90%以上（タブレットの積極的活用）

3　２日に１時間以上実施 3　　児童アンケート肯定的評価80%以上

2　３日に１時間以上実施 2　　児童アンケート肯定的評価70%以上

1　４日に１時間以下実施 1　　児童アンケート肯定的評価70%未満

4　全教職員が意欲的に取り組んだ 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上(内容項目の理解,自己肯定感の高まり)

3　９割以上の教職員が意欲的に取り組んだ 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2　８割以上の教職員が意欲的に取り組んだ 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1　８割未満 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4　８０％以上の指導場面で実施 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（自己肯定感の高まり）

3　７０％以上の指導場面で実施 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2　６０％以上の指導場面で実施 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1　６０％未満の指導場面で実施 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4　認知したいじめ全件を解消 4　　保護者アンケート肯定的評価90%以上（いじめ防止）

3　認知したいじめの１件から２件が未解消 3　　保護者アンケート肯定的評価80%以上

2　認知したいじめの３件から４件が未解消 2　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

1　認知したいじめの５件以上が未解消 1　　保護者アンケート肯定的評価70%未満

4　日常的に取り組んだ 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（教師が向き合う）

3　だいたいできた 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2　あまりできなかった 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1　ほとんどできなかった 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4　全児童が意欲的に取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（運動に積極的）

3　９割以上の児童が意欲的に取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　８割以上の児童が意欲的に取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　８割未満 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　全児童が意欲的に取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（望ましい生活習慣）

3　９割以上の児童が意欲的に取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　８割以上の児童が意欲的に取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　８割未満 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4  日常的に取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（緊急時への備え）

3  時々取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2  あまり取り組めなかった 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1  取り組んでいない 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4  年間２０回以上取り組んだ 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（交通事故・不審者への意識）

3  年間１５回以上取り組んだ 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2  年間１０回以上取り組んだ 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1  年間１０回未満 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4  日常的に取り組んだ 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（学級で過ごして不安がない）

3  時々取り組んだ 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2  あまり取り組めなかった 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1  取り組んでいない 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評価A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評価B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評価C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評価D

統合２年目として、教職員
一人一人が、児童が安心し
て楽しく通える学校をつく
る。

体力テストの結果分析を生かした体育科の授
業や体育朝会、体力向上旬間を実施し、運動
の日常化を行う。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる
学校関係者評価の評価基準例

令和8年3月31日

家庭・地域との連携を強
化する。また、地域の環
境及び人材を生かした
体験的活動を企画し、実
施する。

家庭と連携した教育活動の充実を図る。（なん
小一番星・早ね、早起き・朝ごはん週間等）

豊
か
な
心
の
涵
養

積極的にいじめを認知し、早期発見・早期対
応に努める。週１回の学校いじめ対応チーム
で共通理解を図り、いじめの解消をめざす。

地域人材を活用し、地域と一体となって子供
たちを育む教育活動を充実する。

学校教育目標
〇考える子　　◎力を合わせる子　　　〇健康な子

目指す学校像・・・・・・・・一人一人を大切にする学校
○目指す児童・生徒像・・・①これからの社会を切り拓くための資質・能力を身に付け、予測困難な時代に主体的に向き合い、自己肯定感を高め、人生をより豊かなも
                                         のにする力をもち、持続可能な社会の創り手となる児童
　　　　　　　　　　　　　　　　  ②自分も相手も大切にし、互いに認め合い、助け合える児童
○目指す教師像・・・・・・・・①「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた校内研究の取組と指導力の向上を実践する教師
　　　　　　　　　　　　　　　　  ②児童の実態を把握し、特別支援教育の視点をもった教師

日常的に積極的な情報
発信や公開を通して教
育活動の理解を求める
とともに受信・共有を行
う。

重点目標の成果と課題

社

会

に

開

か

れ
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学校経営の重点
学校経営の重点
〇開校２年目「新たな学校づくり」 ・・・・・・・ ① 所属感、成就感がもてる学校   「友達と一緒に活動する喜び」 「皆で力を合わせて成功させる充実感」 「自分も相手も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大切にし合う関係」
（土台作り２年目・課題解決、工夫改善）  　② 自分たちでつくっていく学校　 「児童・教職員・地域が心を合わせてつくる新たな学校」 「これまでの伝統や風土を受け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　継ぎながら、それを発展させていく喜び」

保護者会や学校公開、学校行事などで、積極
的に教育活動を公開する。

確
か
な
学
力
の
育
成

２０２６年度　町田市立成瀬小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

基礎的・基本的な知識・
技能の確実な習得を図
る。

学習への興味・関心を高
め、。知識・技能を活用
し、主体的に「学び続け
る」子どもを育てる。

子どもが主体的に学び、教
師が導く授業改革を進め、
主体的・対話的で深い学
びを実現することで、基礎
的・基本的な知識及び技能
の確実な習得と思考力、判
断力、表現力等とともに学
び続ける力の育成を図る。

朝学習や授業開始の時間を中心として、言語
事項の習得、四則演算等、各教科の基礎的・
基本的な事項を身に付ける。

学習の定着を図るため、タブレット端末も活用
し、家庭学習を積極的・計画的に行わせる。
（学習用ドリルソフを活用した家庭学習等）

主体的・対話的で深い学びを目指し、問題解
決的な学習や言語能力向上を意識した、各教
科での取組の充実を図る。

ICTを活用し、子供同士による意見交換、発表
等、お互いを高め合う学びを充実させる。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

道徳教育を推進する。

全国小学校道徳教育研究発表大会及び道徳
授業地区公開講座等を核とした道徳教育の
研究を充実させる。

委員会、クラブ、縦割り班活動、実行委員会、
係活動など子供の主体的な活動を重視し、自
己有用感を高め自他ともに大切にする指導の
充実を図る。

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

　成果指標評価基準

そ
の
他

児童一人一人のよさや多様性を認め合う教育
活動を日常化させることや適応指導の充実を
図る。

早ね・早起き・朝ごはん週間などを活用し、家
庭と連携した健康教育と食育を推進する。

校内の安全な生活環境
を整え、自分を守り相手
を守る安全教育の実施
と危機管理体制を確立
する。

不審者対応、服務事故防止、アレルギー対
応、児童同士のトラブル、保護者への対応、
緊急時の対応等冷静に判断できるように準備
する。

交通事故防止や不審者対応、PC,携帯電話等
のネットマナー等自分の体は自分で守る態度
を身に付けるよう、意識付けや振り返りを行
う。

いじめの早期発見に努
め、特別な支援を必要と
する児童や不登校傾向
にある児童への支援を
図る。

心のアンケートを活用し、一人一人の児童と
向き合う時間を確保できるようにする。特別支
援の視点をもって児童を支援している。

健
や
か
な
体
の
育
成

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。

目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

保護者や地域に、学習や学校生活の状況を、
学校だより、HP等で定期的に情報発信する。

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動しようとする意欲や
健康に生活しようとする
意欲をもち、体力の向上
を図る。

教員の働き方改革を推
進する。

毎月マイ定時退勤日を定める。マイ定時退勤
日は他の教員が見れるようスケジュールに入
れて共有する。

毎月全教職員が定時で退勤する定時退勤日
を定める。定時退勤日は年間スケジュールに
入れて、全教職員に共有する。

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


